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過去10年の出題分析 

↓テキスト項目        出題年→ 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

第4章全体   ● ●  ● ● ● ● ● 

1総則      ● ● ●   

1時効の効力      ●     

2時効の援用と放棄       ●    

3時効の完成猶予と更新      ●  ●   

2取得時効   ● ●     ●  

3消滅時効   ● ●     ● ● 

※出題されている年度に●を記入しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  



１ 総則 

▶ 164 ◀ 

頻出度 

C 
学習時間 15分 

１-1 時効の効力＜総則 

消滅時効と取得時効の両方に適用される内容が総則です 

 

時効には取得時効と消滅時効の２つがあります。時間の経過によって、法律関係の効

力が変化し、これまで持っていなかった権利を取得したりするものを取得時効、逆に、

これまで存在していた権利が消滅するものを消滅時効といいます。 

両者に共通して適用される制度（総則）と、それぞれ個別に適用されるものがあります。

まずは、総則から説明します。 

時効の起算日～時効の効力はいつから生じるの？ 

時効が完成すると時効の効果は、その起算日（時効期間を数え始める日）にさかのぼっ

て生じます。 

たとえば、他人の土地を 20 年間占有して時効取得した者は、20 年前からその所有者

だったということになります。これを認めないと、20 年間は他人の土地を占有していたと

いうことになり、その地代相当分を支払うなど面倒なことになるからです。また、お金を

請求できる権利を一定期間行使せずに時効が完成した場合も、その起算日（請求でき

るようになった日）からその権利を有していなかったことになります。その結果、それま

での遅延損害金も支払う必要がなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Aの所有する甲土地を

B が時効取得した場

合、B が甲土地の所有

権を取得するのは、取

得時効の完成時であ

る。 

2017（×） 

時効完成時ではなく占

有開始時です。 

過去問 17-2 

長い時間の経過によ

り、以前の権利を主張

するよりも、現状のまま

にしておいた方が丸く

収まる場合があるの

で、このような制度があ

ります。 

取得時効の基礎たる事実が法定の時効期間以上に継続した場合でも、時効完成の時期は、必ず時効

の基礎たる事実の開始した時を起算として決定すべきであって、時効援用者において起算点を選択

することはできません。 

ちょっと付け足し 

時効制度は時効の効力・援用・放棄・完成猶予・更新といった取得時効と消滅時効に共通する概念をし

っかり理解した上で、取得時効は物権との関係を、消滅時効は債権との関係を意識しましょう。 

ここではコレを覚える 

□時効の効力はその起算日にさかのぼる。 



 

▶ 165 ◀ 

４ 

時
効 

頻出度 

B 
学習時間 30分 

１-2 時効の援用と放棄＜総則 

時効は援用しないと裁判できません 

 

時効が完成すれば、借金を返さなくてよくなったり、他人の土地が自分の物になったり

しますが、そういった利益を得ることを望まず、借金があるなら支払う、本当に自分の土

地でないのなら返す、という意思を持っている人があれば、それは認められます。 

その方法には時効の援用と時効利益の放棄の 2つがあります。 

（1）時効の援用～誰が時効を主張できるの？ 

時効は、当事者が援用しなければ、裁判所がこれによって裁判をすることができませ

ん。 

時効の援用ができるのは、当事者と権利の取得・消滅について正当な利益を有する者

です。 

援用でき

る場合 

・保証人は主たる債務の消滅時効を援用することができます。 

・物上保証人は被担保債権の消滅時効を援用することができます。 

・抵当不動産の第三取得者は被担保債権の消滅時効を援用できます。 

援用でき

ない場合 

・後順位抵当権者は先順位抵当権の被担保債権の消滅時効を援用で

きません。 

・消滅時効が完成した後に債務を承認した債務者は、承認した時点に

おいて時効完成の事実を知らなくても、消滅時効を援用できません。 

⇒消滅時効が完成した後に債務を承認した債務者は、承認以後再び

時効が完成すれば、その時効を援用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

AのDに対する債権に

ついて、D が消滅時効

の完成後にAに対して

債務を承認した場合に

は、Dが時効完成の事

実を知らなかったとし

ても、D は完成した消

滅時効を援用すること

はできない。 

2005（○） 

C 

私も同じく！ 

貸金債権 

債務者 債権者 

D 

保証人 

物上保証人 

第三取得者 

Bの債務は時効に

より消滅しているの

で弁済しません。 

時効の援用…時効の利

益を受けようとする意思

表示をいいます。「お金

借りてから 10 年以上経

ったので、もう返済しま

せんよ。」「10 年以上あ

なたの敷地を占有した

ので自分の土地として

登記しますよ。」というよ

うな主張です。 

用 語 

時効制度は、長く続い

た事実状態を尊重する

とともに、個人の意思に

も配慮して、両者の間

の調和を図ろうとするも

のなので、当事者の援

用を待って裁判すると

いう法技術を用いてい

ます。 

A B 



１ 総則 

▶ 166 ◀ 

（2）時効の利益の放棄～時効の利益はあらかじめ放棄できるの？ 

時効の援用は「できる」だけなので、もちろん、時効を援用しないという判断も有効です。

これを時効の利益の放棄といいます。 

ただし、この時効の利益の放棄は時効完成前にすることができません。つまり、お金を

貸す際に、「私はこの貸金債務について一切時効の主張をしません」と一筆書かせても

無効となります。 

（3）援用・放棄の効果～他には影響しない？ 

時効の援用やその利益の放棄の効果は相対的です。 

たとえば、数人の相続人のうち一人が被相続人の時効取得を援用しても、その効果は、

その者が相続した部分に限り、他の者の相続した部分に影響しません。 

また、消滅時効完成後に主たる債務者が時効の利益を放棄した場合であっても、保証

人は時効を援用することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

C 

②AのBに対する債権はも

う時効なので、私は保証人

から抜けますよ（援用）。 

貸金債権 

主たる債務者 債権者 

保証人 

①時効期間が経過している

が、消滅時効は援用しませ

ん（時効利益の放棄）。 

過去問 18-4 20-5 

時効の利益の放棄…利

益を受けないという表示

です。たとえば、「15 年

前に借りたお金で、もう

時効期間が過ぎている

けど、あの時貸してもら

えたおかげで、商売成

功しました。ぜひ、お返

ししたい。」というような

場合です。 

用 語 

A B 

ここではコレを覚える 

□時効による効果は、時効が援用されたときにはじめて確定的に生じる。 

□時効の完成前に、時効の利益を放棄することはできない。 

□時効は、当事者（消滅時効にあっては、保証人、物上保証人、第三取得者その他権利の消滅につ

いて正当な利益を有する者を含む）が援用しなければ、裁判所がこれによって裁判をすることができ

ない。 

□消滅時効が完成した後に債務を承認した債務者は、承認した時点において時効完成の事実を知ら

なくても、消滅時効を援用できない。 


